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『おーい、ニッポン～私の・好きな・山梨県～』とは・・・？

�ちょっと考えてみてください。あなたは日本のことを知っていますか？

生まれた県のことを語ることができますか？・・・そうなんです・・・。

日本人でありながら、実は日本のことを知らない人々が結構いるのではないでしょうか。山梨県には「富士山を

始め心をいやされる美しい山々の風景」「豊かな風土から生み出される果樹王国の実り」「今も息づく戦国の知

将“武田信玄”の心意気」など全国に誇るべき数々の“輝き”があります。『おーい、ニッポン～私の・好きな

・山梨県～』ではそんな山梨県の魅力を、甲州人のみなぎる活力を添えて余すことなく１日８時間生中継でたっ

ぷりと全国に放送します！！！

※この番組では皆さまからの情報をお待ちしております！

�自分の身の回りにある有意義な情報等ありましたら、

　手紙・ＦＡＸにてお寄せ下さい。

■放送日と放送時間　　9月5日（日）午前10時～11時54分、午後1時～7時

　すべてがみどころです。

食、祭り、伝統技術、美しい風景…すべてを

味わっていただきます。そして何よりもアピ

ールしたいのは、山梨で暮らす魅力的な人々

です。人の笑顔に、思いに、技に…人の営み

の中に、山梨のすばらしさを見つけ

最新の移動中継車「どこでも号」が、県内各

地を「神出鬼没」に走り回ります。

　テーマは「山の名人を探せ!(仮)」。

　豪華ゲストが乗り込み、大自然の中で暮ら

す達人の技に挑戦、皆さんの笑顔ともてなし

を日本中にアピールします。

山梨の全国に誇る伝統。そしてその伝統とし

ての「有形無形」の物、技、美。

とことんプロジェクトは、地元に暮らす人々

が誇りと情熱をかけて、県を代表する新しい

“シンボル”を作り上げていく試みです。

山梨を代表する地場産業である宝飾業界とワ

イン業界が強力にタッグを組み、“匠”の汗

と知恵と魂が織りなす“ちょっとセレブ”で

壮大なプロジェクトを打ち立てます。

古くから伝わり、愛されてきた民謡、童謡、

唱歌。ふるさとラプソディは、そんな地域の

歌を掘り起こし、新しいふるさとの曲を作り

ます。日本を代表する気鋭の作曲家・和田薫

さんがアレンジを担当し、地元の山梨交響楽

団、富士山火焔太鼓の皆さんが演奏で盛り上

げます。出来上がった曲はメイン会場「河口

湖ステラシアター」で番組の最後に大合唱!

富士山をバックにした雄大なステージで感動

的なフィナーレを目指します。

番 組  の み ど  こ ろ
新企画

第1弾
!

新企画

第3弾
!

新企画

第2弾
!

それゆけ! どこでも号それゆけ! どこでも号それゆけ! どこでも号

ふるさとラプソディふるさとラプソディふるさとラプソディとことんプロジェクトとことんプロジェクトとことんプロジェクト

NHK・BS２で、全国放送されている

『おーい、ニッポン私の好きな…』が
「山梨県」にやってきます。

メイン会場は「河口湖ステラシアター」です。

NHK・BS２で、全国放送されている

『おーい、ニッポン私の好きな…』が
「山梨県」にやってきます。

メイン会場は「河口湖ステラシアター」です。

NHK甲府放送局

〒400-8552　甲府市飯田3-10-20
055-222-1582 (FAX)

「おーい、ニッポン」 プロジェクト
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�

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
夏
休
み
を
利
用

し
て
の
一
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
教
室
を
計
画

し
ま
し
た
。
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
と
年

齢
別
に
実
施
し
ま
す
。
「
関
心
は
あ
る
け
ど
や

っ
た
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
人
、
こ
の
機
会
に

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

�

な
お
、
詳
し
い
内
容
や
、
申
し
込
み
に
つ
い

て
は
、
学
校
を
経
由
し
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
ご
覧
下
さ
い
。

��

　
期
日 
… 
７
月
23
日
（
金
）

�

場
所 

… 
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
対
象 

… 

町
内
小
学
４
～
６
年
生

　
内
容 

… 

青
年
海
外
協
力
隊
を
知
ろ
う

　
　
　
　 
 

そ
の
国
の
郷
土
料
理
を
作
ろ
う

　
連
絡 

… 

材
料
費
５
０
０
円
（
予
定
）

��

　
期
日 

… 

８
月
３
日
（
火
）
４
日
（
水
）

　
場
所 

… 

障
害
者
小
規
模
授
産
所

　
　
　
　
「
河
口
湖
ハ
ー
バ
ル
工
房
」

　
対
象 

… 

町
内
中
学
生
（
定
員
10
名
）

　
内
容 

… 

工
房
で
の
作
業
を
手
伝
い

　
連
絡 

… 

昼
食
、
上
履
き
は
各
自
用
意

　
　
　
　 

 

作
業
が
で
き
る
服
装
　

���

期
日 

… 

８
月
６
日
（
金
）

　
場
所 

… 

県
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
対
象 

… 

町
内
高
校
生

　
内
容 

… 

車
イ
ス
生
活
者
の
講
話
と

�

　
　
　 

 

理
学
療
法
士
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ

　
　
　
　
　 

ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

　
連
絡 

… 

昼
食
、
上
履
き
は
各
自
用
意
　
　

　
　
　 

 
�

動
き
や
す
い
服
装

����

町
社
協
で
は
、
毎
週

水
曜
日
に
、
食
生
活
改

善
推
進
員
会
と
民
生
児

童
委
員
の
ご
協
力
の
も

と
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
に
手
作
り
お
弁
当

を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
合
併
後
、
対
象
者
も
増
加
し
、
お
弁
当
を
配

達
す
る
時
に
使
う
キ
ル
テ
ィ
ン
グ
袋
が
不
足
で

し
た
。
そ
ん
な
中
、
白
壁
三
代
子
さ
ん
 
（
船
津
）
が

20
枚
程
、
袋
を
縫
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
温
か
い
お
弁
当
が
届
け
ら
れ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�� 

「
富
士
河
口
湖
町
心
身
障
害
児(

者)

を
守
る
父

母
会
（
高
橋
一
真
会
長
）
」
で
は
、
心
身
障
害

児
及
び
会
員
相
互
の
連
携
協
調
を
図
り
、
野
外

療
育
訓
練
の
開
催
（
一
日
行
楽
）
、
心
身
障
害

児
者
の
療
育
療
護
思
想
の
普
及
、
啓
蒙
を
目
的

に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
会
の
活
動
に
賛
同
い
た
だ
け

る
町
内
に
お
住
ま
い
の
心
身
に
障
害
児
者
を
も

つ
保
護
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
先

�

　
　
高
橋
一
真 

… 

電
話
７
６
‐
６
０
５
４

　
　
　
町
 
社
協

 

… 

電
話
７
2
‐
1
4
3
0

　
河
口
湖
北
中
学
校
（
平
成
14
～
16
年
度
）

　
大
　
嵐
　
小
　
学
　
校
（
平
成

15
～
17
年
度
）

　
船
　
津
　
小
　
学
　
校
（
平
成

16
～
18
年
度
）

　
山
梨
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
児
童
・
生

徒
の
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
理
解
を
高
め

る
よ
う
に
と
、
県
内
小
・
中
学
校
及
び
高
校
を

対
象
に
、
昭
和
62
年
よ
り
毎
年
、
事
業
を
希
望

す
る
学
校
を
募
り
、
今
年
度
は
、
新
た
に
26
校

を
指
定
し
ま
し
た
。

　
本
町
で
は
、
船
津
小
学
校
が
２
回
目
と
な
る

指
定
を
受
け
、
現
在
、
活
動
推
進
中
の
河
口
湖

北
中
学
校
、
大
嵐
小
学
校
を
含
め
３
校
が
指
定

校
と
し
て
、
こ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
　
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
は
次
の
通
り
で
す
。

社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生

�

一
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
教
室

�

　
　
　
　
　
　
　 

 
 

参
加
者
募
集

小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生

�

一
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
教
室

�

　
　
　
　
　
　
　 

 
 

参
加
者
募
集

「
富
士
河
口
湖
町
心
身
障
害
児(

者)

を

　
　
　
守
る
父
母
の
会
」
　
会
員
募
集

「
富
士
河
口
湖
町
心
身
障
害
児(

者)

を

　
　
　
守
る
父
母
の
会
」
　
会
員
募
集

「
給
食
サ
ー
ビ
ス
」

　
　
配
達
キ
ル
テ
ィ
ン
グ
袋
を

　
　
　
　
　
製
作
い
た
だ
き
ま
し
た

「
給
食
サ
ー
ビ
ス
」

　
　
配
達
キ
ル
テ
ィ
ン
グ
袋
を

　
　
　
　
　
製
作
い
た
だ
き
ま
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
　
　
普
及
協
力
校
と
し
て

　
　
　
　
　
　
３
校
が
取
り
組
む

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
　
　
普
及
協
力
校
と
し
て

　
　
　
　
　
　
３
校
が
取
り
組
む

小
学
生

中
学
生

高
校
生

　
町
で
は
河
川
を
浄
化
し
、
快
適
な
生
活

環
境
づ
く
り
の
た
め
、
下
水
道
整
備
を
計

画
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

国
道
等
道
路
に
布
設
工
事
を
行
う
た
め
、

交
通
規
制
等
で
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
河
口
地
区
の
国
道
1
3
7

号
を
は
じ
め
と
し
て
、
数
箇
所
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ト
イ
レ
の
水
洗
化
工
事
や
排
水
設
備
工

事
は
、
町
の
「
排
水
設
備
指
定
工
事
店
」

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
、
工

事
の
適
正
を
期
し
、
悪
質
な
工
事
を
防
止

す
る
と
共
に
、
工
事
に
関
す
る
い
ろ
ん
な

事
務
手
続
き
を
す
べ
て
工
事
店
が
代
行
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
を
図
る
た
め
の
制

度
で
す
。
町
で
は
工
事
店
を
監
督
指
導
し

て
い
ま
す
し
、
工
事
が
完
了
す
れ
ば
町
の

検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で

安
心
し
て
工
事
を
任
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
　
接
続
工
事
へ
の
助
成
に
つ
い
て
は
、
水

洗
便
所
等
改
造
資
金
あ
っ
せ
ん
制
度
（
限

度
額
1
0
0
万
円
）
ま
た
、
排
水
設
備
設

置
費
補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

活
用
下
さ
い
。

◆
問
合
せ
先
　
水
道
課
　
72
‐
1
6
2
0

下
水
道
工
事
に
伴
う

　
交
通
規
制
に
ご
協
力
を

排
水
設
備
の
工
事
は

「
排
水
設
備
指
定
工
事
店
」
で

Ｓ
62
～ 

Ｈ
１

Ｈ
１
～ 

Ｈ
3

Ｈ
8
～ 

Ｈ
10

船
津
小
学
校

指
定
期
間

学
校
名

勝
山
小
学
校

河
口
湖
北
中
学
校

小
立
小
学
校

河
口
小
学
校

西
浜
小
学
校

富
士
河
口
湖
高
等
学
校

大
石
小
学
校

勝
山
中
学
校

河
口
湖
南
中
学
校

Ｈ
10
～ 

Ｈ
12

Ｈ
11
～ 

Ｈ
13

Ｈ
13
～ 

Ｈ
15
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　かつて、日本の暮らしの中で人々の生活と共にあった布。晴れ着、普段着、労働着、それらは時を経て

今、私たちに日本の布の美しさを改めて教えてくれます。先人たちの残した宝物とも言える古布を生かし、

日本のキルト作家50名が時代を超えて紡ぐ、大作キルト作品を展覧します。

　また、全国で活躍中の楽習フォーラム「国際キルトインストラクターアソシエイツ」会員が制作した優

秀作品を20点展示した「ミュージアムキルト展ＩＮ河口湖美術館」も同時に開催されています。

　２００４年８月１５日（日）から２１日（土）までの７日間河口湖ステラシアター、河口湖円形ホール

を中心に世界的に活躍する音楽家と一緒に「富士山河口湖音楽祭２００４」を開催いたします。

　この音楽祭は、フランス「ラムルー管弦楽団」首席指揮者であり、世界的に活躍する指揮者佐渡裕氏監

修のもと、音楽を通じて次世代を担う子供たちを感性豊かな人になってもらおうと、様々なオリジナルな

プログラムを企画立案し、地域の大人から子供まで手を組んで一緒に考える参加型の音楽祭として開催い

たします。

　このような趣旨で開催される音楽祭に対して、当実行委員会では各プログラムの運営ボランティアを募

集しております。内容は、コンサートやイベント開催に伴う誘導案内や観客整理が主な業務です。ご興味

のある方は、振るってご参加ください。尚、お申込みは下記音楽祭事務局にご連絡ください。

　　　　　　　　　～ ２００４年７月１５日（木）　受付終了

　　　　　　　　　※但し、募集人員に満たない場合は追加募集予定

　　　　　　　　　約５０人

　　　　　　　　　河口湖ステラシアター、円形ホールその周辺等

　　　　　　　　　２００４年８月１５日（日）～２１日（土）

　　　　　　　　　※多少前後することがあります

　　　　　　　　　詳細は事務局へお問い合わせ下さい。

　　　　　　　　　音楽祭の裏方に興味のある方

　　　　　　　　　音楽祭事務局へお問い合わせください。追って申込書をお渡し致します。

　　　　　　　　　全体研修を８月中旬に実施予定（業務によっては、特別研修を行う予定）

　　　　　　　　　登録者多数の場合は、希望の業務とならない場合もございます。

　　　　　　富士山河口湖音楽祭２００４実行委員会事務局（河口湖ステラシアター内）

　 〒４０１－０３０１   富士河口湖町船津５５７７　ＴＥＬ：７２-５５８８   ＦＡＸ：７２-５５７

古布の「華」キルト展

～「日本の古布（こふ）」を素材に国内のト

ップ・キルト・アーティストの作品展示～

6月18日（金）～8月29日（日）
―会期中は無休―

河口湖美術館企画展紹介

募集期間

募集条件

募集方法

備　　考

募集人員

活動場所

活動期間

活動時間

運営ボランティアの募集運営ボランティアの募集

富士山河口湖音楽祭２００４

募 集 要 項

応募・お問い合わせ
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女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

　
　
富
士
河
口
湖
町
で
活
動
し
て
い
る
女
性
団
体
、

グ
ル
ー
プ
（
22
団
体
）
で
構
成
す
る
「
富
士
河
口

湖
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
（
白
壁
三
代
子
会
長
）
」

が
設
立
さ
れ
、
６
月
22
日
に
町
中
央
公
民
館
で
設

立
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

�

総
会
で
は
、
会
則
、
平
成
16
年
度
の
事
業
計
画
、

予
算
案
な
ど
が
承
認
さ
れ
、
16
年
度
の
女
性
団
体

連
絡
協
議
会
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
、
「
広
げ
よ
う
連
携
・
始
め
よ
う

実
践
」
～
行
動
す
る
女
性
団
体
を
め
ざ
し
、
ま
ず

私
た
ち
の
町
を
知
ろ
う
～
を
テ
ー
マ
に
学
び
考
え

ま
し
た
。

　
第
二
部
で
の
提
案
や
意
見
発
表
に
つ
い
て
は
８

月
号
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

　
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
で
は
、
女
性
団
体
が
交

流
し
あ
い
、
と
も
に
学
ん
で
い
く
た
め
に
講
演
会

や
研
修
会
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
町
で
活
動
し
て
い
る
女
性
グ
ル
ー
プ
の
み
な

さ
ん
い
っ
し
ょ
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

◆�

加
入
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

　
生
涯
学
習
課
男
女
共
生
・
国
際
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
72
‐
6
0
5
3
ま
で

�

　
　
　
　
　
　
　

�

６
月
10
日
に
河
口
湖
ユ
ネ
ス
コ
協
会
と
教
育
委

員
会
の
共
催
で
ぴ
ゅ
あ
富
士
出
前
講
座
が
開
催
さ

れ
た
。
当
日
は
、
町
内
の
女
性
た
ち
が
主
で
あ
っ

た
が
、
男
性
の
参
加
も
あ
り
80
人
余
り
の
人
た
ち

が
熱
心
に
「
こ
れ
か
ら
の
女
性
の
生
き
方
」
に
つ

い
て
学
び
考
え
た
。

�

元
山
梨
県
立
女
性
セ
ン
タ
ー
（
現
県
立
男
女
共

同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
）
館
長
の
吉
原
五
鈴
子
先

生
を
講
師
に
向
か
え
、
こ
れ
か
ら
の
女
性
の
生
き

方
、
富
士
河
口
湖
町
の
女
性
と
し
て
こ
れ
か
ら
ど

う
あ
る
べ
き
か
を
共
に
考
え
る
機
会
を
得
た
。

�

講
演
で
は
①
ユ
ネ
ス
コ
の
活
動
に
つ
い
て
、
②

自
分
ら
し
く
生
き
る

と
い
う
こ
と
、
③
明

治
の
女
性
た
ち
が
お

か
れ
た
状
況
～
先
達

の
生
き
方
に
学
ぶ
、

④
基
本
理
念
を
し
っ

か
り
持
つ
、
⑤
地
域

に
生
き
る
誇
り
を
持

っ
て
、
の
５
つ
の
テ

ー
マ
を
も
と
に
熱
く

語
ら
れ
た
。

※
こ
の
講
演
会
の
様
子
は
、
河
口
湖
C
A
T
V
の

9
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
7
月
7
日
と
8
日
に
放
映
さ
れ

ま
す
。(

時
間
①
12
時
3
分
～
②
午
後
6
時
3
分

～
③
午
後
10
時
3
分
～)

�

　
「
明
治
の
女
性
達
が
お
か
れ
た
状
況
～
先
達
の

生
き
方
に
学
ぶ
」
で
は
、
樋
口
一
葉
、
平
塚
ら
い

て
う
、
与
謝
野
晶
子
の
生
き
方
を
と
お
し
て
、
あ

の
時
代
に
、
文
学
を
と
お
し
て
で
し
か
女
性
の
心

を
、
思
い
を
社
会
に
訴
え
る
術
が
な
い
と
考
え
て
、

果
敢
に
生
き
た
彼
女
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
感
動

し
、
講
演
さ
れ
る
吉
原
先
生
の
パ
ワ
ー
に
感
動
し
、

何
か
強
い
力
を
与
え
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

今
に
生
き
る
私
た
ち
は
、
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

実
現
に
向
け
て
、
何
を
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
の
だ

ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
よ
り
も
、
ま
ず
自
分
自
身

を
変
え
、
地
域
を
変
え
る
た
め
に
、
住
み
よ
い
町

づ
く
り
の
た
め
に
一
歩
、
も
う
一
歩
踏
み
出
す
勇

気
と
力
を
も
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

　
そ
し
て
、
「
地
域
に
生
き
る
誇
り
」
が
も
て
る

生
き
方
を
し
て
い
き
た
い
。
　
　
　
　
受
講
者
A

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

��

　
新
町
建
設
計
画
の
中
で
女
性
が
い
き
い
き
と
活

動
す
る
拠
点
と
し
て
「
女
性
交
流
セ
ン
タ
ー
」
の

設
置
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
交
流
セ
ン
タ
ー
（
中
央
公
民
館
内
）
の
本

格
的
な
運
営
に
向
け
て
中
央
公
民
館
を
準
備
室
と

し
て
情
報
収
集
、
発
信
を
し
て
い
き
ま
す
。
女
性

た
ち
が
交
流
し
、
互
い
に
助
け
合
い
高
め
あ
え
る

場
所
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
皆
さ
ま
と
と
も
に

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
考
え
、
参
加
し
て

く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
お
知
恵

と
行
動
力
で
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
男
女
共
生
の
理
念
か
ら
男
性
・
女
性
は

問
い
ま
せ
ん
。

●
申
込
み
・
問
合
せ
　

　
生
涯
学
習
課
男
女
共
生
・
国
際
係

℡
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（
ご
意
見
ご
提
案
な
ど
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
）

「
広
げ
よ
う
連
携
・
始
め
よ
う
実
践
」

　
　
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
発
足

ぴ
ゅ
あ
富
士
出
前
講
座

�

「
こ
れ
か
ら
の
女
性
の
生
き
方
」

講
師
：
吉
原
五
鈴
子
先
生

女
性
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
運
営
委
員
（
仮
称
）

参
加
者
の
心
に
残
っ
た
こ
と
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ご意見・ご質問は、TEL（FAX）0555－20－3510　河口湖フィールドセンター　自然共生研究室まで

ホタルの光　　ホタルの羽化がピークを迎えています

絶滅危惧種ミヤマシジミの生態調査　今年も順調にスタートしました

富士と湖の自然をみつめて富士と湖の自然をみつめて

　４月２４日にジュニアレンジャーの人達に終令幼虫を八木崎公園・大石公園に放流してもらい、３０日に大池公園と

大石公園に追加放流してありましたゲンジボタルですが、６月１５日の夜７時半から９時半の間に確認に行きましたら、

八木崎約50頭、大池８頭、大石公園約３０頭の成虫が光っていました。１８日からはハーブフェスティバルもはじまり、ラ

イトアップされて見づらい所もあるかも知れませんが、すぐ近くで神秘的な蛍光（ケイコウ：まさにホタルの光）を楽

しんで頂きたいと思います。ホタルの住める場所は、ヨシをはじめ、いろいろな動植物が共生している環境ですから、

家に持ち帰っても長生きできませんしホタルも喜びませんので、つかまえて持ち帰ったり、いじめたりしないで優しく

見守ってほしいと思います。研究室１階の飼育室でも次々に羽化し（写真）、１８日現在で９０頭以上になりましたの

で、産卵をうながした後、ホタルの夕べで放したいと思っています。

　一方、昨年自然発生が５頭確認できた河口湖美術館施設ですが、残念な

がら１５日にはホタルを確認出来ませんでした。ホタルの夕べで放す成虫

から来年は発生してくれることを期待して、再度ホタルその他の水生生物

が一緒に生活できる環境を維持して行きたいと思っています。

　また、合併によって西湖という河口湖に負けない素晴らしい自然も富士

河口湖町の一部になりました。河口湖・西湖の、もとからある大切な湖畔

の自然を残しつつ、失われた里山の自然を少しでも回復できるよう努力し

て行きたいと思いますので、これからも長い目で見ていただきご協力をお願いいたします。

　昨年報告しましたように、昭和大学萩原康夫先生と共同で調べた結果、このチョウの幼虫とアリがとても仲良く生活

していることがわかりましたが、今年も４月から、卵で越冬後春から秋まで２回から３回羽化するミヤマシジミの、ど

の時期でも、どの場所でも同じなのかを調べ始めました。

　５月には最初は卵も幼虫も見つからず苦労しましたが、18日に初めて幼虫が見つかっ

てから次々と幼虫が見つかり、６月に入ってからは蛹（サナギ）も４頭みつかりました。

６日からは成虫（親のチョウ；左の写真は♂）もみられはじめ、成虫に印をつける（マー

キング）調査でも、印のついたチョウが何回も見つかったり、移動も確認されたり成

果が出始めています。

　さらには、メスの産卵や産み付けられた卵もみつかり、卵から幼虫・蛹・成虫まで

通して観察が出来たらいいなと思っています。卵にはアリが来ていませんでしたが、

幼虫のどの時期からアリが共生するのか、ワクワクする気持ちで観察を続けたいと思っています。

　いつも好意的に調査に協力頂いている北富士演習場の管理班や統制所の方々、非常にねばり強く連続観察して下さっ

ている萩原先生には感謝、感謝です。これらの成果は改めて報告したいと思いますので、ご期待下さい。

＜ショート・ニュース＞

　６月５日　東京HSBCビルにおいて、アースヲォッチジャパンの成果報告会に渡辺通人が参加させて頂きましたが、理

事長さん他３５名が参加して下さり、２時間の講演を無事終了することが出来ました。

　６月日本生態系協会発行の「ハビタット評価モデルシリーズ１　ニホンリスのＨＳＩモデル」の表紙に、河口湖フィ

ールドセンター裏で撮影したニホンリスの写真が掲載されました。

　７月７日から８月にかけて、「富士に魅せられて～RDB種を支える豊かな自然～（仮称）」と題して山梨日々新聞に

８回連載で、写真と文章が掲載されることになりました。

　７月８～１０日のアースヲォッチプロジェクトのチーム２に、８名の方々が参加して下さることになりました。神戸

から参加下さる方、５月に参加下さった方や講演会で参加を決めた方など様々です。
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http://www.mfi.or.jp/kawato1/   e-mail kawato1@mfi.or.jp

毎週月曜日・館内整理日［30日(金)］／14日(水) 館内停電のため休館させていただきます。

火曜日 大石分館読み聞かせ会

木曜日 午後３時～６時

午後３時～６時

河口分館読み聞かせ会

13・27日 16:30～

13・27日 16:30～1・8・15・22・29日

6・13・20・27日

富士河口湖町立図書館　TEL &FAX 0555-73-3963

休館日

開館日

●本館の2004年7月の予定●

日本語 英　語

●本館読み聞かせ会の予定●

●大石・河口分館2004年7月の予定●

0歳～3歳対象  27日(火) 10:30～ 6日・20日(火) 10:30～

▼トーマスのおたのしみブック

▼ごろごろごろん／とよたかずひこ

▼ほしベソくんふたたびちきゅうへ

　　　　　　　　／おぐらひろかず 

▼よーくかんがえるカエルくん  

　　　　　　　　／いわむらかずお

▼ひ・み・つ／たばたせいいち

▼もりもり小学校どきどきバースデーケーキ

　　　　　　　　／薫くみこ

▼カエルになったお姫様

　　　　　　　　／Ｅ．Ｄ．ベイカー

▼名探偵コナン推理ファイル日本史の謎

▼雲のてんらん会　新装版／いせひでこ

▽家族上手に生きる／高橋　英樹　　▽火天の城／山本　兼一

▽愛なんて、明日どうなるかわからない／内館　牧子

▽泳ぎたくない川／愛川　欽也　　▽青い空／海老沢泰久

▽「話す日本語」面白ゼミナール／鈴木　健二

▽名もなき勇者たちへ／落合　信彦　　▽あおい／西　加奈子

▽灯し続けることば／大村　はま　　▽一葉の恋／田辺　聖子

▽上海迷路／内田　康夫　　▽廃墟の聖母／井上　淳

▽ぐるぐるまわるすべり台／中村　航 

▽世界のことば・出会いの表現事典／石井　米雄 

　今回の募集により、今年度は３６名の図書館　　　　●読み聞かせ・ブックスタートボランティア　 ３２名

ボランティアの方々が、書架整理・資料整理の　　　　●環境美化ボランティア　　　　　　 　　　　 　１名

領域でボランティアとして活動して下さること　　　　●大型紙芝居作成ボランティア　　　 　　　　 　８名

になりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　今回の募集も合わせて、７７名というたくさんの方々　

　また、今回の募集の他に４１名のボランティア　　　　に図書館運営に協力していただいています。

の方々が次の内容で活動して下さっています。

★図書館ボランティアさん 活動中!
!★図書館ボランティアさん 活動中!
!★図書館ボランティアさん 活動中!
!★図書館ボランティアさん 活動中!
!

★新着図書案内★新着図書案内★新着図書案内★新着図書案内 一般書 児童書


